
平成２９年度　徳島県立池田高等学校　定時制　「学力向上実行プラン」　           「評価」及び「総合評価の評定」の基準　　　Ａ：十分達成できた　　Ｂ：概ね達成できた　　Ｃ：達成できなかった

学力の
三要素

活　動　計　画 評　価　指　標
評価指標の達成度と
活動計画の実施状況 総合評価

　各学期末に生徒による授業評価を実施し，生
徒の実態を的確に把握することで学習指導方法
の工夫・改善につなげ，授業理解度や授業満足
度の向上に努める。

・生徒による授業評価　年間３回実施
・授業改善研修　年３回実施
・生徒の授業満足度　80％以上
・生徒の授業理解度　60％以上
・生徒の授業取組真剣度　75％以上

（評定） ※保護者の意見は
（保）と，学校関係
者評価委員会の意見
は○と表記した。

　学期毎に授業参観週間を実施するとともに，
全日制の授業公開週間に同一教科の授業を参観
することにより，授業改善や教科指導力の向上
に努める。
　ICTを効果的に活用した授業を積極的に実施
し，よくわかる授業の実践に努める。

・授業参観週間　毎学期１回実施
・授業参観週間毎に授業参観カード　２枚
(２科目)提出
・全日制の授業参観　１回以上
・ICTを活用した授業　各教科毎学期１回以
上実施

　個々の生徒の習熟度に合わせて個別指導する
計算力向上講座（数学）や，漢字能力向上講座
（国語）を実施し，生徒の苦手分野の把握や計
算・漢字能力の向上を目指す。
　また，講座と連動した計算テスト・漢字テス
トを実施し，基礎学力の定着を図るとともに，
生徒に達成感を持たせ学習意欲を喚起する。

・計算力および漢字能力向上講座　年間４回
実施
・生徒の各講座に対する満足度　60％以上
・計算・漢字テスト　年間４回実施
・生徒の取組真剣度　70％以上
・計算テストの年間平均点　60点以上

　個々のレベルに合わせた漢字課題を設定し，
その課題に取り組ませることで目標に向かって
努力する姿勢や態度を育成する。
　また，漢字検定の受検を通して，客観的に自
らの能力を図ることで，達成感を得る機会とす
る。

・漢字課題の提出率　90％以上
・個々の生徒の習熟度に応じた級での漢字検
定　年１回以上全員受検
・漢字検定の合格率　50％以上

　毎週月曜から木曜に設けている15分間の「読
書の時間」を最大限に活用するために，生徒を
迅速に読書室に移動させ，集中して読書できる
時間を確保し，読解力の向上につなげる。

・集中して読書できる時間　毎日10分以上確
保
・年間５冊以上の本を読んだ生徒の割合
60％以上

　生徒の読書意欲の喚起を図るとともに,読書
の楽しさを味わわせるため,絵本の読み聞かせ
を行う。ホームルーム活動や授業の中で実施
し,年間を通じて読書に親しむ機会を作る。ま
た定時制読書室の蔵書充実を図るとともに，計
画的に全日制図書室を利用することにより，生
徒が本に興味を持つ態度を育む。

・授業やホームルームでの絵本の読み聞かせ
年間10回以上
・授業やホームルーム活動での全日制図書館
年間利用回数　５回以上

④
生徒一人ひと
りの人権感覚
の涵養と高揚

知識・技能を活
用するために必
要な思考力・判
断力・表現力等
の能力の育成

　協力的・参加的・体験的な学習を取り入れ，
人権学習ホームルーム活動を充実させること
で，生徒に自分や他者の人権を守ろうとする意
欲や態度，行動力を育てる。
　また，「池定人権新聞」を発行し，本校の人
権教育活動への理解を深められるよう努めると
ともに，保護者に対しても積極的に啓発を行
う。

・協力的・参加的・体験的な学習を取り入れ
た人権学習ホームルーム活動　年４回実施
・生徒アンケートで「人権問題解決への意欲
が高まった」と回答した割合　80％以上
・外部講師による講義　年１回実施
・「池定人権新聞」の発行　毎学期に１回

次年度への課題と
今後の改善方策重点目標 重点課題 評価

学校関係者評価

（所見）

②

漢字の読み・
書き能力及び
計算能力の向
上

③

自　　　　己　　　　評　　　　価

本に親しむ態
度や読書の習
慣の育成及
び，読解力の
向上

１

生徒一人ひと
りのニーズや
能力・適性に
応じたきめ細
やかな教育と
支援を行う。

①
よくわかる授
業の実施

基礎的・基本的
な知識・技能の
習得

基礎的・基本的
な知識・技能の
習得

主体性を持って
多様な人々と協
働して学ぶ態度
の育成
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学力の
三要素

活　動　計　画 評　価　指　標
評価指標の達成度と
活動計画の実施状況 総合評価

次年度への課題と
今後の改善方策重点目標 重点課題 評価

学校関係者評価

自　　　　己　　　　評　　　　価

　担任による個別面談を実施し，生徒が進路に
ついて具体的・主体的に考え行動する姿勢を育
てると共に，礼儀・言葉使い等，基本的生活習
慣の向上を目指す。

・個別面談　年間５回以上実施
・教員アンケートで「進路指導を十分に実施
することができた」と回答した割合　80％以
上

（評定）

　保護者を含めた三者面談を夏季休業中に実施
し，進路に対する保護者の要望把握に努める。
　生徒一人ひとりへの声かけを密にし，就労や
就職に係る支援を組織的に行う。

・保護者アンケートで「教員は三者面談で保
護者の意見や相談を聴いてくれた」と回答し
た割合　90％以上

・生徒の進路や就労状況に関する情報交換会
毎月１回実施

　進路ガイダンスや進路に関するホームルーム
活動等を実施し，生徒の進路選択への意識を高
めるとともに，教育活動全体を通じて，計画
的・組織的な進路指導を行う。

・進路ガイダンス及び進路に関するホーム
ルーム活動　それぞれ年１回以上実施
・職場見学や職場体験　希望者に対して随時
実施

　キャリア教育に関する講演会や学習活動等を
実施し，生徒に社会的・職業的自立の大切さを
伝えるとともに，人生の生き方・在り方につい
ても主体的に考えさせる。
　企業見学や就業体験を実施し，生徒に社会
人・職業人としての立場を経験させ，働くこと
への関心・意欲を高めるとともに，正しい職業
観・勤労観を育てる。

・キャリア教育に関する講演会や学習活動
年１回以上実施
・企業見学又は就業体験　年１回以上実施
・生徒によるアンケートで「勤労意欲が高
まった」と回答した割合　50％以上

　全ての教育活動を通して，社会的自立に必要
なコミュニケーション能力や社会人としてのマ
ナーの育成に努める。

・ビジネスマナー研修会　年１回以上実施
・教員アンケートで「社会自立に必要な事項
について十分に指導することができた」と回
答した割合　90％以上
・「先生方は規範やマナーについて指導して
くれる」と回答した保護者　80％以上

　保護者との連携を密にし，生徒が家庭におい
て生活リズムを確立し，基本的生活習慣を身に
つけられるように指導する。

・保護者アンケートで「学校と十分に連携・
連絡がとれた」と回答した割合　90％以上

　働きながら学ぶ生徒のニーズや，就職後の業
務を見据えて，教育課程にビジネス基礎や簿記
などの商業の専門科目を置くとともに，情報の
科目も複数設定し，情報処理能力のスキルアッ
プを図る。

・商業の授業では，新聞記事等を活用し，時
事問題や昨今の経済状況を学ぶ機会を設け
る。
・生徒アンケートで「ワープロ，表計算，プ
レゼンテーションソフトを使うための基本的
な知識・と技術を習得した」と回答した生徒
70％以上

　商業や情報の授業の他に，総合的な学習の時
間にも各種資格取得に向けての支援講座を設
け，生徒が必要とする職業能力の養成を図る。

・ビジネス文書実務検定の分野別合格者数を
含めて合格率を50％にする。
・総合的な学習の時間に各種資格取得の支援
講座の開設。

２

勤労精神を尊
び，仕事と学
業の両立を目
指し，進路実
現に向けて努
力する生徒を
育成する。

①
きめ細やかな
進路相談

（所見）

②
進路意識の向
上

主体性を持って
多様な人々と協
働して学ぶ態度
の育成

基礎的・基本的
な知識・技能の
習得

③
社会人として
求められる規
範意識の習得

④

職業に関する
科目や資格取
得支援体制の
充実

主体性を持って
多様な人々と協
働して学ぶ態度
の育成

主体性を持って
多様な人々と協
働して学ぶ態度
の育成
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学力の
三要素

活　動　計　画 評　価　指　標
評価指標の達成度と
活動計画の実施状況 総合評価

次年度への課題と
今後の改善方策重点目標 重点課題 評価

学校関係者評価

自　　　　己　　　　評　　　　価

　｢池定・地域まもり隊｣の活動のさらなる活性
化を図り，地域社会の安全等，住みよい町づく
りに貢献するとともに，被災地等への支援や交
流活動を行い，生徒の自己有用感を高める。

・夜間防犯パトロール活動　年３回以上実施
・交通安全及び特殊詐欺被害防止啓発活動
年１回以上実施
・被災地等への支援・交流活動　年１回以上
実施

(評定）

　地域社会における清掃活動やリサイクル支援
活動等を実施し，生徒の環境に対する意識や関
心を高め，地域の環境美化及び環境保全に貢献
するととに，地域社会の一員としての自覚と態
度を育てる。

・美化活動　年間３回以上実施
・廃食用油リサイクル支援活動　年間１回以
上実施

　地域社会に関する講義を実施し，郷土の伝統
や文化，風土等に対する理解を深め，郷土愛を
育てる。
　地域に関するテーマを各学年で設定し，課題
研究を実施して研究発表会を開催するととも
に，その成果を展示する。

・外部専門家による講義や講演　年３回以上
実施
・地域に関する研究発表会　年１回実施
・地域に関する研究の成果の展示　年１回以
上実施
・「地域のことがよくわかった」「地域が好
きになった」生徒　80％以上

　主権者教育に関する講演会や学習活動等を実
施し，生徒に主権者としての政治的教養を身に
付けさせるとともに，他者と連携・協働しなが
ら社会参画しようとする意欲と態度を育てる。

・主権者教育に関する講演会や学習活動　年
２回以上実施

②

３

生徒が主体的
に地域社会と
関わり，地域
との結びつき
を深める中
で，地域とと
もに歩む学校
づくりを進め
る。

①

(所見）

主体性を持って
多様な人々と協
働して学ぶ態度
の育成

知識・技能を活
用するために必
要な思考力・判
断力・表現力等
の能力の育成

平成29年度　徳島県立池田高等学校　定時制　学力向上推進員・検討委員

学力向上委員長　（　教頭　向井　和博　）　　　学力向上推進員　（　教諭　脇谷万里恵　）　　　　学力向上検討委員　（教諭　市原　敬士　　　教諭　岩佐　美咲）

ボランティア
活動の推進

地域の専門家
による高校生
のための講演


